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減災報道研究会の趣旨と経緯

2008.7.11
人と防災未来センター リサーチフェロー

川西 勝
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研究会の趣旨

行政機関と報道機関が
対話を通じて、住民・研
究者とも連携しながら、
災害対応能力を磨き合
い、減災社会を実現す
るための実践的な活動
を生み出す場」
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19年度
「減災報道研究会」

第1回(07/05/30)
・行政－報道
－研究者が
連携した

仕組みづくり
～岩手山噴火
危機に学ぶ

研究会の経緯

第6回(07/02/14)
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研究会の成果の一例＝広報・報道の改善に向けた論点

第6回災害報道研究会における提案(2007)

◆被災者及び報道機関が、行政の対応に対して信
頼感・安心感を抱くことが期待できる

3.「意思決定プロセス」の開示・公表

◆被災者に先の見通しを提示し安心感を与える

◆「行政：報道対応」「報道：批判のための批判」から
脱却し、「何のための広報・報道か」を明確にする

2.「先手を打った対策」の決定・発信

◆超初期に優先されるのは災害の全体像を示すこと

◆応急対策行動の円滑化・促進につなげるべき

1.「被害状況取りまとめ最優先」からの脱却
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